青明舎フェイスシート

平成19年　12月　13日　担当：馬渡　道伸　　　　　　　　　　

	登　録　者
	氏　名　　　中居　松男　様　　　　　　　男・女　　昭和18年2月21日（64歳）

	
	〒 住　所　八戸市田面木神明沢16-1　コーポ流星B101　　電話090-6784-6136

	
	病　　名
	統合失調症
	合　併　症
	

	
	発症時期
	昭和42年（24歳頃）
	罹 患 期 間
	約39年

	
	入院回数
	5回
	延べ入院年数
	約23年

	医療機関
	青南病院（主治医　安ヶ平Dr）
	外来受診日
	週1回（木曜日）

	医療区分
	国保（本人）
	重度医療
	有・無
	自立支援医療
	上限額
	手帳種別

	
	
	
	
	有・無
	5,000円
	精神保健福祉手帳

（2級）

	経済状況
	年金
	障害厚生年金2級（約10万円）※家賃2万5千を引いた7.5万を毎月父から受け取る。

	
	その他
	

	障害程度区分
	未審査
	負担上限月額
	0円
	相談支援事業所
	

	日中活動の場
	デイケア

	住まいの場
	アパート

	登録年月日
	H13年1月10日
	身長
	158cm
	体重
	70kg

	最終学歴
	南部中学校　卒業
	免許・資格
	

	職　歴
	月館牧場、黒田紙工、共振工業、トップクリーニング、江差家鉄工所、三旺調機（職親）

	保　護　者
	氏名　　中居　岩次郎　様　　　　　　続柄　父　　　　　　　（同居　・否）

	利用目的

・健康を維持し、デイケアの通所を継続したい。

	入院・治療歴（初診S42年頃）

①S42年頃　　　　～S43年頃　　　　　　　　　入院　　　　　西ヶ平病院

②S44年　5月 19日～S44年 11月 10日　　　　入院　　　　　青南病院

③S45年　6月 24日～S51年　8月 22日　　　　入院　　　　　　〃

④S52年　7月　2日～H4年  10月  5日　　　　入院　　　　　　〃

⑤H14年 12月 20日～H15年　8月 21日　　　　入院　　　　　　〃

	生活歴

三戸郡南部町にて出生。２歳時、両親が離婚。実父とは生別しており、実父についてほとんど覚えていない。小学校５年の時、母は現在の父である岩次郎氏と再婚している。昭和３３年南部中学校卒業後、東京にある月舘牧場に就職する。その後、牧場を辞め、黒田紙工に就職し、２４歳時で発病・入院。その後帰郷し、当院にて入退院を繰り返している。平成９年４月青山荘に１回目の入所。入所中に社会適応訓練事業（三旺調機）を利用し、訓練終了後にパートとして勤務する。平成１２年３月青山荘を退所し、グループホームあおばに入所するが、服薬中断し、精神症状が再燃、平成１４年１２月２０日青南病院に入院となる。平成１５年７月頃より徐々に病状安定し、服薬に対して理解を示すようになる。本人・家族とも、将来は単身生活になるとの見通しで生活訓練を希望しているため、平成１５年８月２１日青山荘入所となる。平成１８年８月２０日に退所し、アパートで単身生活を行う。

	家族構成
	家族状況（交流及び協力の程度、経済面も含めて）

お盆、正月に本人は実家に帰っている。年金の通帳は父親が管理しており、月に一度父親と八戸駅で待ち合わせをして、アパート代を引いた7万5千円を貰っている。

母、弟や妹との交流はお盆や正月以外は殆どないと話す。両親は年金を貰い、弟が面倒を見ている。


平成19年12月17日（月）

	氏　名
	中居　松男　様
	男・女
	生年月日
	　昭和18年2月21日（64歳）


	長期目標（中期・短期）

	・現在の生活を継続し自分らしい生活を送りたい。


	これまでの経過（前回評価日H19年5月28日）

	前回の問題点

・同じメニューが続いている

以前同じメニューが続いているが、「昼食を作ろう」に参加し、本人の希望する料理をスタッフと協力しながら作っている。本人へは、時々弁当の購入を勧めている。

・生活費より多く使い過ぎ赤字が続いている

現在は本人も節約を意識し食材は安売りをしている物を購入し、休日は「昼食を作ろう」に参加し、外食を少なくした結果、現在は生活費の中で抑える事ができ、預金額を増やすことができている。

アパートで一人暮らしを始めて1年4ヶ月が経つ。朝食は毎日自炊し、平日の昼食はデイケアで食べ、夕食は青山荘で（月、水、金）食べている。土、日は昼食を外食し、夕食を青山荘で自炊している。ご飯、みそ汁、野菜炒めなど同じメニューが続いている。自炊の材料は前もってメモに取り買い物を行えている。本人が「食材の値段が上がっているから、買える物が少なくなる。」と話している。本人が節約を意識している為、食材の値段が上がることにより、限られた食材しか購入せず更に同じメニューが続いてしまう恐れがある。

金銭管理に関しては本人も節約を考えて、食材等は安売りをしている物を中心に購入している。休日には「めちゃウマ」「昼食を作ろう」に参加し外食を少なくした結果、生活費は7万円以内に抑える事ができている。訪問時に本人を評価している。

余暇は、街へ出掛け、映画を観たり外食をしたりしている。ビデオと購入した弁当を持参し、青明舎で観ている。その際本人は「映画館に行って、外食するより安く済んだ。」と話す。

H19年11月28日にデイケアより情報提供がる。本人が青南病院に通っていることを実家の近所に隠していたが周辺住民にばれている。本人の実家がある地域に住んでいる職員がばらしている。気分の高揚さが見られ、時折目つきの鋭さが観られている。

H19年12月1日五福より情報提供。本人がデイケアの女性スタッフに対し自分に行為があり、「自分はもてる」という事を、本人の実家がある地域の出身のスタッフがその事を言いふらしているとの妄想を持っている。
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	問題点
	現在の介入の仕方
	支援期間

	・金銭管理、食費について

（節約を意識しすぎて、安い食材の購入により購入品が決まっている。）
	・節約する部分を本人と面談し食費以外での節約を行うようにする。本人の付けている金銭管理ノートで節約できる部分を探しアドバイスする。

・食事メニュー表を訪問時に確認し本人と一緒に振り返りを行い評価する。

・本人より希望がある場合は、「昼食を作ろう」を実施し

その都度振り返り評価する。
	　　ヶ月

	・本人の異変時について
	・本人との日常会話の中から様子の変化を知り、変化のあ

る場合には関係機関に情報提供を行う。

・相談しやすい環境を作る為、本人との信頼関係を作る。
	　　ヶ月


プラン計画者　氏名：馬渡　道伸　

修正プラン実施評価日： H　　年　　月　　日（月）　

南部町在住





南部町在住　（85）





埼玉在住





南部町在住　（85）





本人2歳時に離婚する
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